

































2.「総合的な学習の時間」をめぐる議論 一 「生きる力」 とは












学習の時間」案が持つ特徴として、① 「個性」の重視②児童 ・生徒の 「主体性」の重視③ 「学び方」を身
につけることの重視、という3点を確認しておきたい。










































1.学校では通常、子 どもたちは与 えられた課題を独力で(foroneself)解決することがが求められる。例 え
ば、算数の計算式 を解 くこと、本 を読む ことなど。他人の手助けを借 りることは認め られない。漢字





















4.職 業体験 学習 一生徒の感想文 よ り
「正統的周辺参加」 に従 えば、職業体験学習 は、それぞれの職場 という実践共同体への参加 とい う視点
から捉 えることが出来る7。では、それぞれの職場に参加することによって、生徒たちは仕事そのものや
職場の人々とどの様 な関係 を結 んでいるのだろうか。その関係 によって、そこで生起 している学習が特徴
づけられる。 ここでは、大阪府下のある公立中学校の職業体験学習 をとりあげ、特に生徒たちの体験後の
感想文 を分析することで、彼 らが(主 観的 に)ど んな体験 をしているのか、その特徴 を明 らかにしてい く。
J中学校では2年 時 に人権総合学習 として 「働 く」 とい うことをテーマに した一連の学習 を展開する中
で職業体験をお こなっている。体験期間は3日 間であった。データとなる感想文 は1999(平成11)年度の2
年生126名の ものである8。
【実践概要】
趣 旨 ・ね らい
「働 く」 とい うことをテーマ と して、個 々の社会認識 や 自己認識 を高 めるために、特別 活動 と道徳 の授 業の一環 と して位 置
づけた、人権 を基盤 と した総 合的 な学習。
学習 の展 開
1.導入 と して 「15才とい う年」 とい う文章 を読 み"働 く"意 味や"勉 強 するこ と"の 意味 を考 える。
2職業 を選 ぶ ときに 自分 な らば何 に こだわるのかについて考 える。採用 時の社用紙 の問題点 を考 える。
3部落差別 の ビデ オを見 、社 用紙に見 られる問題 を変 えて きた力 に気 づ く。
4.さまざまな職業につ いている人か ら仕事へ の思いについ て話 を聞 く。
5.職業体 験学習一職場 の一員 と して3日間働 く。
6保護者 か ら"働 く"時 に 「人 とのつ なが り」 で大切 に して いるこ とや苦労 して いるこ とについて各 自話 を聞 く。
7.今回 の 「働 く学活」 を振 り返 り冊子 にする。
8.学年集会 で、体験の交 流。
(9.ボラ ンテ ィア体 験学習に参加)…希望者のみ
体験先の決定




生徒たちの感想文には共通 してあ らわれるフ レーズがある。 このフレーズの出現頻度 をまとめたのが表
1である。
表1「出てくるフレー ズ」
体験先グループ 人数 しんどさ 楽しさ うれしさ し鳩、縫験になった やさしくしてもらった 店の人のこだわり・がんばり
小学校・幼稚園・保育駈 32 26 26 16 9 6 11
痛院・老人ホー ム 9 9 3 o 5 3 2
小売店 20 15 12 7 9 7 5
本屋・CD膣 16 13 6 4 8 5 3
コンビニ 13 9 7 6 5 5 4
ぺ外関遭 13 9 9 5 3 4 冒
ファー ストフー ド 7 6 4 4 4 5 1
弁当・パン・ケーキ墨 5 2 0 3 3 3 3
理響店・美審室 2 2 1 1 1 1 1
その他 16 14 7 2 8 3 6




できるよう1:オった 今後に活かしたい 困った あいさっがで音なく
て
小学校・幼稚園・保育所 12 了 3 6 6 9 0
病競・老人ホーム 3 2 5 3 百 4 o
小亮店 6 6 4 5 3 4 3
本鰹・CD醒 3 9 4 6 4 1 3
コンビニ 4 1 4 4 2 2 4
ぺ外関遮 5 5 5 2 3 3 1
ファー ストプー ド 2 3 3 3 2 0 3
弁当・パン・ケーキ■ 1 2 0 3 0 0 o
理喜店・襲審室 1 1 o 0 0 0 1
その他 2 2 8 2 4 0 3
総計 39(2鰭)38(蹴) 颯2瑚 織鮒 25(醐23(1鴨) 18(14瓢)
匿
体験先グループ 懇られた 体験前の不安さ 達成感 体験先への感謝 ほめられた 職象体験学習への枇制
小学校・幼稚園・像育所 1 4 1 .1 0 o
癖院・老人ホーム 2 1 0 0 0 0
小亮店 2 1 2 0 0 1
本畳・CD屋 5 0 , 0 0 0
コンビニ 1 1 1 1 0 o
べ外関遡 1 1 1 2 1 0
ファー ストフー ド 葺 0 1 0 1 0
弁当・パン・ケーキ屋 0 0 1 1 0 0
理響店・農審室 1 0 0 o 0 0
その他 0 ・1 00 0 0
総計 1獅 髄 9σ%) 8㈲ 駅4覧) 獅 〕 1(書瓢)
最 もよ くみられるフレーズは 「仕事の しんどさω、大変 さ」を実感 した とい うものである。学校ではた




体 験先 セ ブンイ レブン
1日目は店 の掃除 、店 の周辺 の掃 除 を した。店 に来 る人にあい さつをす るのが少 し恥 ずか しか った。たば こや落 ち葉、
袋がた くさん落 ちていて掃除 している と腰 が痛 くなった。2日 目は品 出 しと掃除 をした。 ドリンクの冷蔵 庫の中 に入 って
足 りな い飲 み物 を入 れてい った。 かな り寒 かった。2日 目も店の掃除 をした。 あ と商 品の足 りない物 を店 の奥か ら出 して
きた。3日 目は窓 ふ きと店の掃除 をした。窓ふ きを した とき、意外 と指 紋な どが付 いていた。 あいさつをするの もあまり
恥ずか しくな くなった。3日 目も店 の掃除 を した。掃 除が第一 なんだろ うな と思 った。 しん どかったけ ど、それ で仕事 の
つ らさや厳 しさもわか ったので ためになった な一と思 った。
体験先CutHouse
3日間体 験 して_。 いつ も学校 行 くの だるい って思 ってた。勉 強 とかすんの もずっと座 って てだるい と思って た。 でも
3日閤体験 しては じめてや っぱ学校 行って た方 がい いって思った。友達 もい っぱいお る し、ち ゃん と1時 間 に1回 は10分
も休み がある し。 だか らお母 さんが 「学 校の方 が楽」 って言 って たんも、た った3日 間 やった けどわか った気 がする。
私 たちが行ったCutHouseはず っと立 ちっ ぱな しで すっ こい腰が痛 かった。私 らは8時 間働 かせても らった けど、約8
時間 は立 ってたって言 ってもいい くらい ずっ と立って た。 でも私 らは8時 間 も働 いた けど、 スタ ッフの人 はそれ以上 に働
いて いる し3日 間だ けじゃない し。 それ が毎 日で当た り前 のこ とやか らや っぱす ごい って思 った。私 がお客 さんの前 で後
ろ向 きに立 ってた ら後 で注意 を された。 ただ後 ろ向 きに立 ってただ けやの にって思 った けど、スタ ッフの人に とってはそ
れ はすっこい非 常議 な ことや ねんなって思 った。3日 間だ けや ったけどめっ ちゃいい体験 した。
しか し、それと同時に 「楽 しい、お もしろい」や 「うれ しい」 といったフレーズ も多 くの生徒 に共通 し
てみられる。「しんどいけれども楽 しい」 または 「充実 している」。ただ単に 「しんどい」とだけ感想 を残
した生徒は少 なく、頻度は低 くなるが 「ためになった」 「またや りたい」 など他 にも多 くが何 らかの肯定
的感想 を伴 っている。
それでは、彼 らは何に対 して 「楽 しい」 とか 「うれ しい」 と感 じたのだろうか。漠然 と楽 しかったと答
える生徒 も多いが、具体的な理由が特定で きる ものを拾 うと表2のようになる。
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「楽 しさ」 や 「うれ しさ」は、職場 の他 の成員 との関係 の中で語 られることが多 いことがわかる。「職
場の人がや さしくして くれて」 というフレーズがよ く出て くること(表1参 照)も 他者 との関わ りが仕事
を楽 しい ものに してい ることを証明 している。仕事 という同 じ課題 に他 のメ ンバ」と協働 して取 り組むこ
とが 「楽 しさ」や 「うれ しさ」の源泉になっている。
さらにそれ と同時に自分がその関係(実 践共同体)の 中で必要 とされている、役 にたっている とい う感
覚が 「うれ しさ」 を生みだ していることもわかる。ただ単 に何か仕事が出来るようになった とい うだけで
な く、そのことが同時 に他の人 に貢献することに もつながっている。
体験先 ミス ター ドーナ ツ
ぼ くは今回の職業体 験 を してとても楽 しか った と思 う。最初 の 日はすご く緊張 した。最初 ドー ナ ツ作 りを した。他 の人
の ロの中に入 るものだか ら・手 も3回 も洗 って爪の問 まで洗 わ なきゃな らなか った。 は じめ ドー ナ ツにチ ョコ を付 けるのを
やった。意外 と簡単 だって思 った。次に前に出て接客 を した。 は じめ何 を して いいかわか らなか った。 ドー ナ ツを箱 に詰
める仕 事 を した。入 れるのが難 しかった けど、詰 め終 わ って相手 の人に渡 したときあ りが とうと書 われて うれ しかった け
ど、お客が帰 るとき全 然声が出 なかった。恥 ずか しか ったか ら言 えなかった。
1日 目が終 わって足 が痛 か ったか ら3日 間 も持つ のかわか らなかった くらい しんどかった。昼休みの時 、 自分の作 った
ドー ナツ を食べ たけ どけ っこうおい しか った。い ろんな ドー ナ ツを作 った。 それ をお客 さんが買 ってい くのが うれ しかっ
た。3日 目はちょっ とは声 も出た。この仕 事 をや ってよか ったと思 った。お客 さんと接 する この仕事 をやって充実 した と
思 った。
体 験先 ファミ リーマー ト
何 より一番思 ったの は しんどかった。で も楽 しかった。す ご くや さしい人 ばっか りだったので 、ここ を選ん でよかった
と思 う。3日 目に トイ レを案 内 してお客 さんに感謝 され たとき、みんな こうゆ うこ とのため にや ってい るのか 、や りがい
を感 じているのか と思 った。商 品 を袋に入 れるのが、なか なか難 しか ったけど、店員 さん はすぐできたので さすがだな と
思い 、なぜか自分 もいつ かこ うい う風に なろうと思 った。慣 れて くるうちに学校 よ りこっちの方 がいい とも思 うよ うに な
っていた。 はじめは何 で こんなこ と しない とい けないんだ、 も ういや だ一 とか言 ってたけ どけっこ う楽 しかった。「い ら
っ しゃい ませ」、「ありが と うご ざい ま した」。 この2つ を言 うの が何 かす ごい好 きで、休憩時 間 まで言 い そうにな った。
本当 によかった。 またや りたいです。
↓
i他者 との関係 を志向 していることと、(共同体の一員として)自 己が役に立っているという感覚1
もう一点感想文 から気がつ くのは、(単なるお題 目で はな く)具 体的な主体 との相互作用や、仕事 を実
際 に経験す ることを通 して、仕事や仕事 をす る人たちの思いが理解 されていることである。仕事 のしんど
さや楽 しさ、うれしさは体験を通 しての感想であるし、仕事で注意 しなければならないこともその現場の、
自分が仕事 をするのに即 して学ばれている。仕事 を している大人の思いも一緒に働 く中で共感 と共に理解
されている。
体験先 しろば ら幼稚 園
…いろ いろな話 を聞 かせて くれた大田先生 は、 しろば ら(幼 稚 園)に 来 て何年 に もな るそ うで す。初 めの一 年 はとて
も苦 しい と言 っていま した。で も楽 しいこ とも うれ しいこ ともあるか らこの仕事 を続 けてこれた と言 ってい ま した。子 ど
もとつ き合 うの は とても難 しいことがみんな と接 してみて自分 なりにわか った。 この ことを参考に していい職 業 につきた
い です。
体験先 うえだ下田部病院
…いろん な仕 事 をさせて もらった けど、私 は食事運 びが一番楽 しかった。食事 を運ん でいる と、 どこに どんな患者 さ
ん がいるかわか る し、患者 さん と話が出来 たりするか らだ。 …
「総合的な学習の時間」への状況論的アプローチー職業体験学習を考える一 69
体 験先 あけぼの書店
3日間体 験 して私が思 っていたの と少 し違 った。本屋 はレジの前に立 っていた らい いのかな と思 ってい たけれ ど、やっ
てみてそれだ け じゃな くて本 にカバー をっけた り品 出 しを したり して けっこうつかれ るんだな あとや ってみ てわかった。
店長 さんも店員 さんもや さ しくて、私 が困った り した ときにいろいろ と教 えて もらえてこの店 でよかったな あと思 った。














ことをうたう文部省型 「総合的な学習」とも対照的である。例えば、自分の 「興味 ・感心」に基づいて一
人一人が聞き取 りや書物をあたることで、調べ学習を進めていく場合、彼らが質問をする相手は、学習の





目標 賄 個別 共通
方法 個別 個別 共通
プロセス 脳 個別 個別





















































































































小学校 ・幼稚園 ・保育園32(2130)西大冠小学校2桃 園小学校2西 大冠幼稚園6し ろばら幼稚園2マ リア幼稚
園2うの花養護幼稚園2春 日保育所4願 行寺保育所3下 田部保育園3ず し保育所3ひ よこ共同保育所1辻 子保
育園1保育園or幼稚園1病 院 ・老人ホーム9(4!5)うえだ下田部病院5サ ンガピア館(老 人保健施設)3弥
栄の郷特別老人ホーム1小 売店21(1912)ロイヤルホームセンター6フ ィッシュオン(釣具店)3吉 岡電化
3万代(ス ーパー)3ミ カドスポーツ(サ ッカーショップ)2ケ アーズ ・ドラッグ(ド ラッグス トア)2レ ジ
1不明1本 屋 ・CD屋16(1115)本屋 「UNI」6ツタヤ高槻店3BoQksCD治左衛門2エ リー ト(CDショップ)
2あけぼの書店1三 誠書店1本屋1コ ンビニ13(6〃)セブンイレブン7フ ァミリーマー ト5ロー ソン1ペ
ット関連13(0/13)戸田動物病院4ペ ットショップ 「ラスカル」3ペ ットショップ 「DogHouse」2ペットショ
ップ 「池田牧場」2ペ ットサロン高槻2フ ァース ト・フード7(710)ミスタードーナツ7弁 当 ・パン ・ケ
ーキ屋5(4/1)ホット・キッチン(弁当屋)2ス イス ・ベーカリー2ド エル(洋菓子)1理 容店 ・美容室2




















18)フレイレ(訳書。1979)の識字教育はこうした視点 を徹底 した実践 として位置づけることが出来るだろう。彼の
実践は脱文脈的な学習の典型 と一般に思われている文字を読む/書 くということにまで、学習者たちが生きる
中での共同の課題を認識し、解決することを重なり合わせているのである。
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AsituatedapProachto``comprehensiveandexperientiallearning9,
:thepra{比iceofworkexperienceinamiddleschool
WAKATSUKI,Ken
Thepurposeofthisstudyistoconsider"comprehensiveandexperientialleaming,"especia置ly"wod【
experience"fゴomtheviewpointof"legihmateperipherI遥palticipation,"舞nd重ocompa【eitwith"convention田
classwork.""Comprehensiveandexperientialleaming"hasgmwnoutofcriticismofconventionalclasswo丞
血atiscenter瓠onc㎜ing.nisnewpe即ectivehas血epo麓nd捌lows加den鵬topu賂ue血e廿 ㎝ninberests
anddotheirownproblem-soMng,andtofb㎝theirownideasandwaysofexpressingthem.Thefef6re,
"
comp鴨hensiveandexperiendaHeaming"mayexpandth年f㎞ewod【ofconventionalclasswolk.hlthisessay,
concen甑ingon肋 ゆ1鵬 一"collaborationwithothers"Imd"situated㎞owledge"一Iexplainthed漉廼ences
betw㏄nconventionalclassworkand``workexper孟ence"andalsoillustratehow``workexperience"holdsthe
pαcn盛altoexpands加denIleaming.
